
セ
ネ
ガ
ル
に
四
季
は
な
い
。
乾

季
と
雨
季
が
あ
る
の
み
で
あ

る
。
し
か
し
、「
西
ア
フ
リ
カ
の
パ

リ
」と
詠
わ
れ
る
首
都
ダ
カ
ー
ル
は

洗
練
さ
れ
た
文
化
都
市
で
、
国
際

的
な
俳
句
コ
ン
ク
ー
ル
が
36
年
前

か
ら
開
か
れ
て
い
る
。

　

今
年
４
月
、
俳
句
と
音
楽
の
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
仕
事
の

た
め
に
訪
れ
た
。
13
日
、
在
セ
ネ

ガ
ル
日
本
大
使
公
邸
で
各
国
大
使

ら
の
た
め
の
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

を
行
い
、
15
日
の「
第
28
回
俳
句
コ

ン
ク
ー
ル
授
賞
式
」で
は
、
上
位
入

賞
５
作
品
を
テ
ー
マ
に
即
興
で
ピ

ア
ノ
を
演
奏
し
た
。

　

思
い
出
深
い
の
は
、
機
関
銃
を

持
っ
た
50
人
も
の
警
備
兵
に
守
ら
れ

な
が
ら
国
立
ダ
ニ
エ
ル
・
ソ
ラ
ノ
劇

場（
１
１
０
０
人
収
容
）で
行
っ
た

16
日
の
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
だ
。

終
始「
ア
フ
リ
カ
的
」と
も
い
え
る

ハ
プ
ニ
ン
グ
が
続
い
た
。

　

セ
ネ
ガ
ル
人
は
の
ん
び
り
集
ま

る
。
北
原
隆
日
本
大
使
の
仏
語
で

の
ス
ピ
ー
チ
が
終
わ
る
頃
、
会
場

は
満
席
と
な
り
、
一
時
間
近
く
遅

れ
て
演
奏
会
が
始
ま
っ
た
。
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
、
シ
ョ
パ
ン
、
リ
ス
ト

な
ど
の
他
に
、
吟
遊
詩
人
ラ
フ
ァ

エ
ル
・
ン
ジ
ャ
イ
氏
と
北
原
大
使

夫
人
が
ウ
ォ
ロ
フ
語
・
仏
語
・
日

本
語
で
芭
蕉
と
蕪
村
の
古
典
を
吟

詠
し
、
私
の
新
作『
ピ
ア
ノ
と
朗

詠
の
た
め
の「
四
季
の
俳
句
」第
１

集
・
第
２
集
』の
初
演
も
行
っ
た
。

　

休
憩
後
、
舞
台
に
戻
ろ
う
と
す

る
と“
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
神
様
”

ド
ゥ
ー
ド
ゥ
ー
・
ン
ジ
ャ
イ
・
ロ
ー

ズ
氏（
06
年
、
ユ
ネ
ス
コ
の
無
形
文

化
財
に
認
定
）が「
乱

入
」。
彼
の
息
子
や

孫
10
人
か
ら
な
る
太

鼓
グ
ル
ー
プ
と
私
は

“
炎
の
ジ
ャ
ム
セ
ッ

シ
ョ
ン
”と
も
言
え

る
即
興
を
20
分
ほ
ど

続
け
た
。
コ
ン
サ
ー
ト
は
3
時
間
に

及
ん
だ
。

　

目
を
つ
む
る
と
ア
フ
リ
カ
の
大

地
が
見
え
た
。
４
ヶ
月
後
、“
ア
フ

リ
カ
音
楽
の
巨
星
”ド
ゥ
ー
ド
ゥ
ー

は
突
然
こ
の
世
を
去
っ
た
。
85
歳

だ
っ
た
。

　

人
種
・
言
語
・
宗
教
の
壁
を
超

え
て
、
音
楽
は
人
の
心
に
直
接
響

く
。
そ
し
て
、
音
楽
を
愛
す
る
と

い
う
一
点
に
お
い
て
、
世
界
に
国

境
な
ど
存
在
し
な
い
。
こ
の
信
念
を

胸
に
私
の
旅
は
続
く
。

第5回  セネガル  〜俳句、ダカール、太鼓の神様〜
フォトエッセイ『国境なき音楽紀行』

日頃、音楽を通して人々と交流し、世界各地を旅すること
が多い。これら旅の印象と感動を、フォトエッセイという形
でほんの一部でも日本の皆さまにお届けできればと思う。
� 平井元喜

ゴレ島の小学校で出会った子供たち。植民地時代の趣を残すゴレ島は、かつて奴隷貿易の西の
拠点で、1978 年に「負の遺産」としてユネスコの世界文化遺産に指定された 

レブ族の漁村ヨフの浜辺に横たわる小舟と二組の母子。

ひらいもとき　　
ピアニスト、作曲家。73年東京生まれ。桐
朋高校、慶応義塾大学文学部哲学科、英王
立音楽院大学院卒。これまでヨーロッパ・
中東・アフリカ・米国・中南米・アジア各地
を演奏旅行。米カーネギーホール、英ウィ
グモアホール等でしばしばリサイタルを行
う。2016年は、バービカンセンター、セント・
マーティン＝イン＝ザ＝フィールド（ロンド
ン）、コンセルトヘボウ（アムステルダム）、

コンチェルトハウス（ウィーン）、銀座・王子ホール等でリサイタ
ルを予定。音楽を通じて平和・教育・医療・環境問題にも積極的
に取り組む。3.11以降、復興支援コンサートを続け、1,500万円
以上を被災地へ寄付。07年よりプロジェクト「日本の民話・絵本
を世界へ」（朗読・音楽・映像のコラボ）を芸術監督として主導。
本年はミラノ万博2015にも参加。NHK文化センター、時事通信
社トップセミナー等で講演。BBC、NHK、テレビ朝日「題名のない
音楽会」などテレビ・ラジオ出演も多数。96年よりロンドン在住。

平井元喜公式ウェブサイトにて旅の写真を公開中。　もっと世界の人々や風景を見てみたい！という方必見です。　www.motoki-hirai.com

世界各地から700句余りの応募があっ
た第28回俳句コンクール授賞式とレ
セプション（於：大使公邸）。駐セネガ
ル日本大使夫妻や受賞者らと

俳句の朗詠とピアノのための新作の初演
風景。芭蕉や蕪村の句を挿絵とともに３
カ国語でスクリーンに映写し、「日本の四季
の心」をセネガル人に紹介した

ミュンヘン

ニュルンベルク

バイロイト
バンベルク

フランクフルト

ドレスデン

プラハ

チェコ

ドイツ ケニア

タンザニア
ザンジバル

ナイロビ

モンバサ

ウガンダ

ダルエスサラーム

キリマンジャロ

テルアビブ

ハイファ シリア

ヨルダン

イスラエル

エルサレム
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死海
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ラマッラ

ヨルダン川

ベラルーシ

リトアニア

ラトビア

エストニア

ロシア

ビリニュス
 トラカイ 

バルト海

カウナス

ロシア

モーリタニア

ギニア

マリ

サハラ砂漠

大西洋

セネガル
ダカール

ゴレ島

ギニア
ビサウ

ガンビア

撮影： 平井元喜　（本人の写真を除く）
ダカール港からゴレ島へ向かう船中で出会った学生たち。

今年８月に永眠した人間国宝ドゥードゥー・ンジャ
イ・ローズ氏（写真右端）とサバール（セネガルの
太鼓）・グループ。ピアノは筆者。躍動感あふれ
るドゥードゥーの音楽は「生命」そのものであった
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